
アフターコロナ時代を見据えた経済社会構想検討会議での検討内容について 

 

１ 富山県成長戦略会議への承継 

県では、新型コロナウイルス感染症拡大とその対応の中で、県民の日常生活や価値

観が大きく変化してきたことから、令和２年８月に「アフターコロナ時代を見据えた

経済社会構想検討会議」を開催し、１月末に中間とりまとめを行った。 

  この度、新たに設置する「富山県成長戦略会議」は、「アフターコロナ時代を見据え

た経済社会構想検討会議」で議論してきた内容と重なる部分もあるため、アフターコ

ロナ会議での検討内容のうち、必要な項目については成長戦略会議に発展的に承継。 

 

２ アフターコロナ会議の設置の趣旨 

○ 新型コロナウイルス感染症拡大の中で２つのことが明確になった。 

①東京など大都市部への過度な一極集中に伴うリスクを是正することの重要性が

顕在化したこと 

②感染拡大防止と地域経済の再活性化の両立に取り組む中で、デジタル・トランス

フォーメーション（ＤＸ）など社会変革に向けた取り組みを加速化させる環境が

整ってきたこと 

○ このため、当面、感染拡大の防止と地域経済の再活性化の両立を目指すとともに、

「アフターコロナ時代」を見据え、有識者の方々にも参画いただき、県内各界各

層の代表、県、市町村等が一体となってその経済社会を構想し、本県の更なる発

展・飛躍に向けた戦略を検討するため、「アフターコロナ時代を見据えた経済社

会構想検討会議」を令和２年８月に設置。 

 

３ 検討組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 検討の経緯 

 令和２年８月３日  第１回構想検討会議 

     ８月19日  第１回未来戦略ＰＴ（両部会合同） 

     11月17日  第２回未来戦略ＰＴ（観光・地域づくり・暮らし部会） 

     11月20日  第２回未来戦略ＰＴ（産業・経済部会） 

     12月21日  第２回構想検討会議 ⇒ 中間とりまとめ 

アフターコロナ時代を見据えた経済社会構想検討会議 
＜県内各界各層の代表、市町村の代表、特別委員で構成＞ 

 産業、観光、地域振興、暮らし、医療・福祉、教育など幅広い分野において検討 

未来戦略プロジェクトチーム（ＰＴ） 
＜県内各界の若手代表者で構成＞ 

① 産業、②観光・地域づくり・暮らしの２部会でアフターコロナ時代

の未来戦略を提案 
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